
令和２年９月１５日
四 国 地 方 整 備 局

松山河川国道事務所

「第２回 松山外環状道路景観検討委員会」を開催します

松山河川国道事務所では、松山外環状道路を対象に幹線道路の良好な道路景

観・沿道景観について検討・整備を進めてきました。

平成28年度に松山外環状道路インター線が暫定２車線で全線開通し、平成30

年度に松山外環状道路インター東線が事業化したことから、現在の事業進捗を

鑑み、松山外環状道路インター線の景観事後評価及び松山外環状道路インター

東線の景観検討を行うことを目的に、有識者からなる「松山外環状道路景観検

討委員会」を設立しました。

第２回の検討委員会では、第１回検討委員会を踏まえ、景観事後評価結果の
とりまとめ及び景観配慮の基本的考え方について、議論を行います。

記

１．日時：令和２年９月１７日（木） １０：００～ 約２時間

２．場所：松山河川国道事務所 ２階 第１、２会議室
（松山市土居田町７９７－２）

３．議題：インター線の景観事後評価、インター東線の景観検討 等

４．委員：別紙－１のとおり

※当日の配付資料・議事概要については、後日、松山河川国道事務所ホームページに掲載する
予定です。

＜取材等について＞
※テレビカメラ等による撮影は冒頭のみ（議題が始まるまで）とし、審議中は傍聴取材（着

席）となります。
傍聴・取材を希望される場合は、９月１６日（水）１５時までに別紙－２にて事前に申し込
みをお願いします。
なお、会場の都合上、報道関係者以外の方は傍聴出来ません。

※本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.5 地域の自立的・持続的発展に向けた「資国」産業競争力強化プロジェク

ト】の取組みに関連します。

【問い合わせ先】
国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所

事 業 対 策 官： 楠 定晴（くすのき さだはる）tel：089-972-0034（代表）

◎計 画 課 長： 宗光 太助（むねみつ だいすけ）tel：089-972-0415

◎：主な問い合わせ先



氏　　名 役　　職

◎ 重山　陽一郎 　高知工科大学大学院工学研究科　教授

千代田　憲子 　愛媛大学教育学部　教授

白柳　洋俊 　愛媛大学大学院理工学研究科　特任講師

八束　智恵美   愛媛県建築士会女性委員会　松山支部

竹中　由紀夫 　伊予鉄バス株式会社　専務取締役

窪　仁志 　四国旅客鉄道株式会社　愛媛企画部　部長

中矢　斉 　松山商工会議所　事務局長

松下　裕樹 　愛媛県警察本部　交通部　交通規制課　課長

山下　憲治 　愛媛県 土木部 道路都市局 道路建設課　課長

平松　彰彦 　愛媛県 土木部 道路都市局 道路維持課　課長

石井　利幸 　愛媛県 土木部 道路都市局 都市計画課　課長

橋本　博史 　愛媛県 土木部 道路都市局 都市整備課　課長

横本　勝己 　松山市　都市整備部　部長

石井　朋紀 　松山市　都市整備部　まちづくりデザイン推進官

西野　毅 　国土交通省　松山河川国道事務所　事務所長

　国土交通省　松山河川国道事務所　計画課

　国土交通省　松山河川国道事務所　調査課

◎：委員長

「松山外環状道路景観検討委員会」委員名簿

事　務　局

別紙－１



国土交通省　四国地方整備局

　松山河川国道事務所　計画課　宛

申込先（ＦＡＸ）　：　０８９－９７２－８１１７

必要事項をご記入のうえ、９月１６日（水）１５時までにＦＡＸ送信をお願いします。

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

人

＜留意事項＞

　・取材にあたっては、新型コロナ感染予防のため、マスクの着用をお願いします。
　・また、主催者の指示に従うとともに、出席者の妨げにならないようご協力願います。

取 材 者
（ 代 表 者 ）
氏 名

連絡事項等

貴 社 名

連 絡 先

取材者人数

第２回松山外環状道路景観検討委員会

　　令和２年９月１７日（木）１０：００～　約２時間

　　国土交通省　松山河川国道事務所　２階　第１、２会議室

取　材　申　込　書

別紙－２



＜概要＞

＜位置図＞

この地図は、国土地理院の数値地図（国土基本情報）を使用したものである。

　松山外環状道路は、松山IC・松山空港・松山港等の交通拠点や放射状にある国道11号・国道33号・国道
56号等をつなぎ、地域の交通拠点間のアクセス性向上、市内中心部へ流入する交通の分散を目的とした地
域高規格道路です。

参考

その他道路

主要地方道

一般県道

一般国道（直轄管理区間）

高速道路

一般国道（直轄管理区間外）

＜凡例＞

松山外環状道路インター線

松山外環状道路空港線

松山外環状道路インター東線




